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要 旨
韓国の戦後文学は朝鮮戦争 （1950～53） の渦中から戦後四月革命 （1960）
の前までという空間において形成された文学をいい， 近代的な性格の解
放空間の文学を現代文学に転換させ， 人間の存在を解明しよ う とい う存
在論的文学の特徴を持ち， 1960年代の民族的な自我の覚醒と社会の認
識と して変貌してい く文学の基盤になったものをい うのだが， この時
期， 韓国小説文学は朝鮮戦争の体験によ り第2次世界大戦以後の西欧の
戦後文学の一般的様相をみせ始める。 戦後世代が持っていた不安感， 焦
燥感， 虚無感等は西欧実存主義と連結される素地を持っていたのだが，
その戦後の韓国現実に今までなかった様相が小説のジャンルを通し， 具
体的な現実像を現わせ始める と こ ろに 1950年代以降の韓国小説に展開
された発展様相の種を探し出す事ができる と考えられる。 従って本稿
では戦後韓国小説がみせたい くつかの特性を分析する事によ り ， 今日の
韓国小説文学が持つ属性の根拠を考察する。
Ⅰ 文化様相の変化
韓国戦後文学は， 1950年代の文学と して 1950年代の文学的空間と しての特徴を持つ。
1950年代の小説の性格を究明しよ う とする時， これと不可分の関係を持っているのは戦争
の経験と影響力である。 それほど 50年代とその状況は一言でいって人為的な災難の頂点で
ある戦争の時代であったと共に戦争体験とその処理， 戦後の荒涼と した雰囲気が遍在する
受難の時代であった。 従って文学がその時代の葛藤と苦悩の 「生」 と夢を反映するとい う
普遍的な現状はあえて勘案しないと しても 50年代以来， 韓国の現代小説の諸般内容と構造
は戦後体験と影響を排除しては考えられない程， 朝鮮戦争 （6 ・ 25戦争）(1) は重要な発生論的
基盤であるといえる。(2) このよ うな基盤下に形成された 50年代の小説はその性格上， 戦争
または戦後小説 (3) であるといえる。 韓国現代史において一番切迫した状況だった 6 ・ 25 を
体験した 50年代文学は戦後意識の自覚による民族の悲劇を克服しよ う とい う意志で現れ，
人間性本質の問題と共に腐敗した社会と人間告発の形式を持ちながら従来の文学とは違う
観点から社会と人間を照明し， 技法の革新を通じて戦後文学が形成される。 そう した戦後
文学の一般的共通性と して既成価値感の喪失， 戦後の悲惨さから く る不安と虚無意識， 極
限状況を乗り越え， 打ち勝と う とする意志から く るあがき， 葛藤が描き出されている。
解放 (4) の喜びもつかの間， 6・25の悲劇的戦争が勃発し， よ うやく休戦にな り韓国に平和
の光が宿ろ う とい う頃， 文化的変革の突風に巻き込まれる事になる。 この変革の文化的徴
候はい くつかの側面から新し く定義されてい く文化様相に大き く影響を及ぼすものであっ
た。 それはまず， 西洋文化の直接接触による固有文化の混流現象が挙げられる。 解放以
前， 日本とい う窓口を通し入ってきた西洋文化が日本的土壌によ り変化した形で渡ってき
た時期とは違い， 世界的文化潮流を直接受容する事ができたとい う点である。 実際に社会
全般にかけ， 広範囲なものと して日常的生活様式から平凡な思考の領域を経て， 思想体系
や論理的精神世界に至るまで影響を受けた。
2番目と しては戦後社会現象から探し出せる自我意識の新しい傾向が挙げられる。 それ
はまず具体的な実状からみると家族離散， または戦傷による手足の損失， または生活基盤
の喪失によ り生じる自我の虚無的イメージにはじま り ， 価値体系を成立し， これによ り自
我を成熟させよ う とい う意志を失ってしま う といった内容で現われて く るよ う になった。
3番目はこのよ うな社会現象が変動と共に伝統的因習や文化習癖を破壊してしま った現
象を挙げられる。 それは東洋的な倫理観の崩壊と もいえる様々な現象が現われた。 混とん
と した社会構造の中で生き残る事を望むと ころから く る 「生」 の絶対的価値を喪失してし
ま う事で一日， 一日の生活を考えずにはいられないケースである。
戦後の実状は自我意識の体系から社会現状の構造的崩壊と さ らには新しい秩序に向かう
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混とんと した状況を成していた。 この新しい秩序に向かう無秩序な混とん様相は文化の新
しい突風を一度に押し寄せさせる， また一つの要因と しても作用している。 その中でも特
に小説文学は小説が現実を反映するものではな くてはならないとい う古典的リ ア リズムの
立場からみても現実的次元の無秩序な 「生」 の姿を晒しださなければならないものであっ
た。 現実を真剣に観察し， その作品の中に可能な最大の真実を内包させよ う とい う作家の
視野を通して， 戦後の社会性とそれに投映される人間を形成する事によ り ， この無秩序な
現実は前の時代が経験できなかった多くの小説的変化をもたら した。 この変化は近代小説
が持っていた小説の様式と しては受容できない人間の問題を扱う時に生じ る様々な多様
化， または小説の主人公を選定しながら作り出される性格の創出方法の多様性でもあ り え
る。 それだけではな く ， 小説を包み込んでいる思想的潮流の変化を受容し， その意味に
従った人間観の修正を通じ， 小説内の視角を変えてい く過程での変貌と もみる事ができ
る。 即ち， 小説が単純に現実を再現させてい く とい う過程で発展し， 再現の方法において
どのよ う に再現させる事ができるのかとい う点で提起される変化を予想でき う る。 さ らに
小説の現実が真実を提起するといった時それは真実それ自体に対する新しい提起の様式で
ある。 このよ うな観点は小説がみせてくれる真実は小説家によって成し遂げられる完全な
幻覚であるといえる。 このよ うな視点でみる時， 戦後の作家たちが根を降ろして生きてい
る現実の再現において小説の構造的変化の必要性を切実に感じ られるであろ う とい う仮定
とそれを証拠とするい くつかの小説的転換の徴候を発見する事ができる。 その一つの例と
して心理主義的傾向の登場は明白な証拠にな り う る。
20室奄 段拭 羨嬢級檎辞 辞姥税 庚俳, 働備 社竺庚俳拭 赤嬢辞 朕陥空 穿発奄亜 
亀掘梅製精 確軒 硝形遭 紫叔戚陥. 戚献郊 薄企 宿軒社竺 拙亜級精 曽掘拭 妊薄 
災亜管廃 依生稽 持唖鞠嬢 井獣 鎧走 暗税 巷獣鞠嬢 尽揮 昔娃税 鎧檎持醗, 聡 舛
重旋, 宿軒旋 室域研 歯稽錘 呪狛引 什展析稽辞 旋蟹虞馬惟 督壱窮 依戚醸陥.(5)
（20世紀初頭に入りながら， 西欧の文学， 特に小説文学において大きな転換期が到来し
たのは広く知られている事実である。 いわば現代心理作家たちは従来に表現不可能な
ものと考え， 軽視も し くはほとんど無視してきた人間の内面生活， 即ち精神的， 心理
的世界を新しい手法とスタイルで赤裸裸に掘り下げたものだった。）
この心理主義の小説家たちがみせる新しい人間の内面生活に対する省察はそれが新しい
手法の次元で小説の変化だけでな く ， 心理学を背景に心理が持つ人間の本質把握から得た
一つの新しい文学の創造的実験であったと言える。 未知の精神世界が関与する人間の内面
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世界の詮索は表出方法に新しい小説の変化をもたら した。 心理小説の場合と同じ く ， 戦後
の現実を盛り込んだ小説の場合， その変革が必然的なものだったといえる。 この変革の渦
中で西洋的なものと韓国的なものの接合過程が赤裸裸に提起されているものがある。 これ
は張龍鶴 （チャン ・ ヨ ンハク）(6) の 「推廃獣増」 「ヨハネ詩集」 を例にと ってみる事ができ
る実存主義 (7) の問題である。
昔娃税 切政人 宋製税 叔糎旋 鋭誤拭 旋杯梅聖 依戚壱 穿戦戚 照移 爽澗 搾駅税 
呪遂引 益 浮彫拭 旋杯梅聖 依戚陥, 聡 叔糎爽税税 勧聖 搭背 切焼税 叡駅旋 糎仙
丞縦拭税 蓄姥研 獣亀馬揮 益拭惟 穿戦戚虞澗 搾凧廃 獣恵精 琶尻旋生稽 宋製拭税
税縦聖 握惟 馬心壱 蟹焼亜 噺杷拝 呪 蒸澗 雌伐引税 淫域紗拭辞 切焼税 税耕研 
蝶惟 鞠醸聖 依戚陥.(8) 
（人間の自由と死の実存的究明に適合するもので， 戦争が抱かせる悲劇の受容とその浮
彫に適合するものである。 即ち， 実存主義の目を通し， 自我の究極的存在様式への追
求を試みた彼に戦争とい う悲惨な試練は必要的に死への意識を持たせ， さ らには回避
できない状況との関係の中で自我の意味を掘り下げたものである。）
張龍鶴の 「ヨハネ詩集」 に関する実存主義的人間観の解明は実存主義の流入とその解明
さ らには実存主義の韓国的土着化を究明する事で可能になる。 「ヨハネ詩集」 がその小説的
意味を自由に関する思惟を通して， 哲学的陳述の価値を持ったとい う点 (9) や論理的陳述や
内面の独白と哲学的時間構造の混在によ り従来の伝統的小説様式とは違う様相を帯びてい
る。(10) とみた場合， それが実存主義との脈絡に及ぶ関係の解明は実存主義に関する検証が
先立たない場合， 韓国小説から実存主義の影響力を探し出すのは難しいと思われる。
戦後の韓国現実に文化的改革の徴候が現われ， それが小説のジャンルを通して， その具
体的な現実像をみせ始めると ころに 50年代以降の韓国小説に展開された一筋の発展様相の
種を探し出せると考えられる。
従って巨視的眼目で， 20世紀初頭から変わ り始めた文化改革の中心的気流を通し， 戦後
韓国小説がみせたい くつかの特性を分析してみる事で今日の韓国小説文学が持つ属性の根
拠を考察してみる。
Ⅱ 個物的「生」の意味
1945年の韓国は人間存在に関する探索の実質的内容が伝播されてきた自由な受容の時期
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であったといえる。 しかし このよ うな時期の雰囲気は韓国文学史が持つ主体的様相の問題
を検討してみる時， い く つかの視点を考えてみる事ができる。 それは解放当時の韓国の文
学的条件はい くつかのど うする事もできない問題を抱えていたとい う事実である。
それは一番目に 1945年の解放は， それが自主独立ではないとい う点で分断を何の抵抗も
な く受諾する しかなかった状況を意味する。 従って， これは作家の意識を活性化させ， そ
れを通し国家単位の総体的民族文学の意味を減少させる結果をもたらすものだった。(11) 
２番目にこの民族の分断によ り思考を硬直化された状態のまま 6・25まで左右翼論争の熾
烈な思想闘争の様相をみせ， 6・25以後の共産主義に対する嫌悪病症は歴史を総体的に観察
するのに多くの障害をもたら し， 深い省察の時期を持つ事のできない結果， 自由に解放さ
れた社会を通じ， 西欧的なものの流入過程のいろいろな能力を持つ事のできる余裕を持て
なかった。
このよ うな韓国的現実の問題は 6・25を経ている間， 民族の大移動が展開される状況の中
で， 西欧的変革の真正な意味を韓国的現実の次元で受け入れる事になる要因になる。 即
ち， 人間存在に対する探索の問題もやは り第 2次世界大戦がもたらせた世界的文化変動の
視野とは違い， 韓国の 6・25がもたら した同民族相争う とい う虚無主義的色彩に変化してし
ま う場合がそれであるといえる。
不条理の文学， または実存主義文学とよばれる西欧の新しい文学思想がこのよ うな韓国
的現実に適合する場合に持つものは 6・25以後， 1950年代の 「生」 の意味に対する作家たち
の認識を新し く持った時に成立したとい う点で注目する必要がある。
それは廃墟化した国土の中で植民地文化からの断絶された民族主体の伝統の流れに対す
る確然と した認識と反省が伴わない状態で直接的に解放された世界との接触を通じ， 体験
できた人間存在に対する懐疑だったとい う点と文学的感性が体系ある変換の歴史的変動と
一致しないとい う点を挙げる事ができる。
それはまず国家や民族が一つになる完璧な新生国家の新しい視野から異質文化に対する
受容様式を探索する立場であったとい う よ りは戦争の残酷な試練に耐えている， よ り狭い
次元の中での一つの個物的 「生」 の意味を考えさすもので， この個物的 「生」 の社会的疎
外の産物とい う印象を与えるには充分なものだった。
また 6・25以後経験した政治的状況の複雑な不安定はそれが制限され， 部分的な歴史の残
滓であるといっても文学的感性を通じた先駆者的能力を発揮しないわけにはいかず， 現実
的な障壁が横たわっていた状況， つま り人間と神， 人間と社会， または人間と自然の具体
的な対立を通じた親し く も瞑想的であ り ， 体系ある論理の成立を妨害する要素になったも
のだといえる。 つま り ， 個物的 「生」 の意味がなぜ生存しなければならないのかとい う根
源的問題に対する関心と して拡散されたとい う よ り ， 現実に投げ出された自我の実状を把
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握する方法に力を注がずにはいられないものだったといえる。
Ⅲ 小説における属性の変化
休戦と同時に新しい社会が躍動し， 文学の発表機関も多くな り ， 新し く路線を敷き始め
た作家たちが彼らの 「生」 の表徴である作品を発表し始めた。 実際に戦後の小説家たちは
歴史的現実の不運を直接体験しながら， 西欧文化の変化を直接経験しながら出発したので
ある。 彼ら作家たちは解放と 6・25を経験している間に作家的気質が多様化し， 関心の核心
を整理していける文壇の主体性の傾向は探し出せないでいたが， い く つかの点で彼らがみ
せた共通の気質をみてみると， ます戦争を体験した作家とい う点で人間と戦争が醸し出し
た悲劇の認識が彼らにおいては実感できる現実であるとい う点であ り ， 次に社会現状の不
安定さから く る社会体系に対する不信と変質されてい く社会構造の矛盾等を直接経験して
きているとい う認識が彼らの下敷になっているとい う点である。
このよ うな共通の下敷に文壇の中心であった 『薄企庚俳』 （現代文学）， 『紫雌域』 （思想
界）， 『庚鉢森綬』 （文学芸術）， 『庚森』 （文芸） 等を通して， 彼ら特有の戦後の雰囲気を込
めた作品を発表する事ができた。 当時の作家たちの作品制作のモチベーシ ョ ンをみてみる
と
益訓 被歳拭 塾食 赤揮 嬢汗 劾, 店頭拭辞 暗薦亀 匂稽呪遂社持醗税 呪奄研 益 護
護 舌檎聖 石惟 鞠醸陥. 紫寓聖 郊是研 恭嬢襟形 生凹嬢 宋昔陥窮走 勧硝聖 嗣壱 
坪研 亀形 鎧壱 紫走研 金嬢 鎧嬢 痕社拭 煽隔醸陥窮走 馬澗 舌檎精 朔迫装聖 析
生迭 幻廃 依戚醸陥. 益 随壱 粛精 穿晴聖 照壱 沙呪至拭 臣虞人 煽 蒋郊陥 呪畷
識拭 費耕廃 暗薦税 島影聖 左紹聖 凶 鎧 原製拭 但拙水戚 借焼 臣串陥.(12)
（そんな興奮に包まれていたある日， 店頭に巨済島捕虜収容所生活の手記のそのい くつ
かの場面を読む事になった。 人に岩を落と し， 砕き殺すとか目玉を刳り貫き， 鼻を切
り取り ， 四肢を据ぎ取り ， 便所にぶち込んだとかい う場面は貧血を起こすぐらいのも
のであった。 その泣き出したい戦慄を抱き， ポンス山に登り ， その前の海の水平線に
かすかな巨済の島影を見た時， 私の心に創作欲が沸き上がった。）
張龍鶴がその当時捕虜収容所で恣行された捕虜ど う しの殺し合い， ひどい リ ンチ事件の
光景を見て語ったものだが， これは， 6 ・ 25の全体状況を物語るものだった。 6 ・ 25以後の
張龍鶴の作品， 特に 「ヨハネ詩集」 「円形の伝説」 はこの状況をど う把握し， ど う答えたら
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よいのかという問いに答えよ う と したものである。 「生」 の絶対的価値に関心を抱く よ うに
なったとい う告白はそれだけの印象と認識からきているのではないかといえる。
昔娃戚空 依戚 鋼球獣 壱亜廃 税耕幻聖 陥勲生稽 埋藏馬壱 赤澗 韻至析 呪澗 蒸聖
依戚陥. 昔娃税 持醗戚 衣坪 淫割旋昔 税耕税 盗旋戚蟹 尻衣稽幻 析淫吃 呪 蒸陥
澗 依戚陥, 左陥 希 巷税耕廃 檎税 刊旋績聖 酔軒澗 降胃備奄 嬢憩走 省聖 依戚
陥.(13)
（人間とい うのは必ずし も高価な意味だけを多量に埋蔵している鉱山ではないのだ。
人間の生活が絶対的観念的な意味の堆積やつながりだけで一貫性を持たす事はできな
いのだ。 よ り無意味な面の累積である事を我々が発見するのは難し くないであろ う。）
孫昌渉 （ソン ・チャンソプ）(14) の制作動機は， 彼の 「流失夢」 を制作した動機に対する暗
示であ りながら， 無意味な生活の累積が意味する 「生」 に対する愛着の根拠に込められて
いる存在に対する懐疑を感じ とる事ができる。
張龍鶴と孫昌渉の場合と同じ く ， 彼らは極限状況の中でこれに対応する人間の姿勢が自
由や真実の観念的で抽象的な面から得られる解決の対応力を研究しよ う とい う側面と 「生」
の無意味性を通じて， 「生」 それ自体の価値を否定する事で新しい脱出を模索する姿勢とい
う ものがみてとれる。 このよ うな姿勢の追求は小説の特異な様式を中心にしてみる時， い
く つかに分類する事ができる。 李御寧 （イ ・ オリ ョ ン） は①形而上学的な現代人の属性を
持った内面的な状況を描き出す小説と②韓国的メ ト ロポリ タンと して風俗批評の方法を用
いる小説と③ハイティーンの問題を扱う小説と④告発的， またはヒューマニズム文学とよ
ばれる人間性擁護の小説⑤否定の文学， ニヒ リ スティ ッ クな文学とよばれる小説と して，
この地の風土で現実を現実のままに認めながら も， ある肯定的な人生の明るい光をと り出
そう とい う小説に分類している。(15) 
実際にこのよ うな分類は小説の本質に対する究明に小説性向の目録的な意義を持つもの
だといえる。 そしてこれら戦後小説の共通した問題を浮き彫り に させる一つの方向を成
す。
従ってこの問題を統括し， い く つかの戦後小説の包括的な性格を導き出してみると， 一
つ目と してこれら小説群がみせる性向は自我の認識において社会的な共感による座標を設
定していない。 即ち， 思想と思想， 人間と人間， 人間と 「生」 の指標との間に起きる反応
が対立的であるとか， または対照的であるとい う様相を持つだけであ り ， それが新しい人
間の創造性を持たないとい う事実である。
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このよ うな性向は日本の植民地下において蔡萬植 （チェ ・ マンシク）(16)， 廉想渉 （ヨ ン ・
サンソプ）(17) などによ り書かれた家族史的小説の伝統が民族的 「生」 の営みがどのよ うに展
開されてい くのかに焦点が合わされ， 李孝石 （イ ・ ヒ ョ ソ ク）(18)， 玄鎮健 （ヒ ョ ン ・ヂンゴ
ン）(19)， 羅稻香 （レ・ ド ヒ ャン）(20) らに続く一筋の自然や近隣所との親和と調和をと り入れ，
それを通し， 現実に対する冷たい視線を収斂させてい く とい う方法， あるいは李孝石の場
合のよ う に自然の循環と人間本然の生命感が調和を成す様式の流れがあった。
この流れは植民地と化した祖国に対する民族主義的な性向の逆説的接近と もいえるが，
その当時の現実を昇華しよ う とい う文学的感性の独特で多様な試みの一つの流れだとい う
事ができる。 これとは違い， 戦後小説の場合解放と 6・25を経ている間に， このよ うな共感
域を脱出し， 個物的 「生」 の傷をのぞき見るとかそれを慰めるとか， その傷によって病人
になった自分自身を振り返ってみるのだが， その場所には何の共通性も何の意味もないの
である。
2つ目に虚無主義的色彩の濃度が濃い点である。
戚 越聖 床奄 是背 食君 拙亜級税 越聖 石生檎辞, 蟹澗 陥獣 蟹税 亜戎 燕紗戚 酵
粕 赤揮 曽奄亜 斗走澗 牛廃 焼把聖 汗下澗汽, 益依精 益 拙念級戚 蟹拭惟 揮閃 
爽澗 巷奄径廃 買巷爽税税 蛙歯 凶庚戚醸陥. 益依 凶庚拭 蟹澗 陥獣 廃腰 廃厩庚
俳税 基調研 戚欠壱 赤澗 搾鯵失旋昔 買巷爽税亜 1955鰍聖 蒋及稽 馬食 庚舘拭 蟹
紳 拙亜級拭惟辞採斗 置悦税 金承簽拭 戚牽奄猿走 韻骨是馬惟 徴燈鞠嬢 赤澗 依聖
 溌昔拝 呪 赤醸陥.(21)
（この文を書くため， いろんな作家たちの文を読みながら， 私は再び私の胸深く にでき
ていた腫物が裂けるよ うな痛みを感じたのだが， それはその作品が私に投げ込んだ無
気力な虚無主義の臭いのためであった。 そのため私は再度， 韓国文学の基調を成して
いる非個性的な虚無主義 (22) が 1955年を前後にした文壇に出た作家たちから最近の金
承簽 （キム ・ スンオク）(23) に至るまでの広範囲に浸透しているのを確認する事ができ
た。）
益依精 戚楕税 買巷爽税亜 辞姥税 買巷爽税人澗 悦沙旋生稽 陥牽陥澗 依聖 蟹展鎧
奄 是廃 依戚陥. 蟹稽辞澗 買巷爽税空 鯵昔引 謝説走 省澗 廃, 糎仙拭 企廃 悪廃 
税縦引 暗奄拭 企廃 明澄廃 搭茸聖 穿薦稽 馬走 省澗 廃, 叔税人 端割税 疑税嬢拭
走蟹走 省奄 凶庚戚陥.(24) 
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（それはこ ち らの虚無主義が西欧の虚無主義とは根本的に違う とい うのを現わすため
のものだ。 私と しては虚無主義とは個人と手をつながない限り ， 存在に対する強い意
識とそれに対する明澄な洞察を前提にしない限り ， 失意と諦念の同義語にすぎないた
めである。）
これは注意深く非個性的な虚無主義が失意と諦念の内容と同一視されるとい う点を暗示
している。 そう しながら も この失意と諦念の色彩が独特の韓国的虚無主義の色彩を持った
とい う点で注目してみる必要がある。 李範宣 （イ ・ ボムソン）(25) の場合， 彼の 「章妊」 （暗
票） の虚栄感が社会と人間の交流を否定的に受け入れながら， 盲目的で一辺倒な我執の人
間型と して登場したのをみる事ができ， この虚栄感を通じ， 虚無主義の濃度が非個性的な
ものであるのを確認できる。 そうであ りながら虚栄感は韓国の伝来的 「生」 の根拠が崩れ
て， その廃墟の基盤に対峙する事のできる志向的 「生」 の臭いを嗅ぐ事のできる対応物を
提示する事のできない状況であったのは否定できない事実である。
また孫昌渉の場合， 「跡食昔娃」 （剰余人間） に登場する 3人の人物， ‘辞幻奄’ （ソ ・ マ
ンギ）， ‘辰斥層’ （チェ・イクチュン）， と ‘探裟酔’ （チ ョ ン・ボンウ） 等を人間と して 「生」
を営む存在ではな く ， 〈そう与えられた存在〉 と してただ生きているだけなのをみてとれ
る。
それらは彼ら作中人物たちが状況を克服しよ う とい う意志を失い， 彼ら自らが社会に対
処していけない存在であるのを彼ら自らの生活圏の中で確認させている。
李範宣の 「誤発弾」 に出て く る計理士 ‘勺旦硲’ （ソン ・ チ ョルホ） の場合も彼の 「生」
の軌跡が個性的な 「生」 の形態をみせる事のできない虚無的であ り ， 自嘲的な順応主義の
一断片を演出している。 即ち， ソン ・ チ ョルホは彼の家族たちによって自分自身を少しず
つ摩滅させ 〈困窮している良心の垣根〉 に満足している。 李範宣が彼の作家ノー トで明ら
かにしているよ う に一日中， 月給取りが仕事をし退勤時間に洗面台に立ち手を洗う時， 手
についたインクが水に溶け， 流れているのを見て， 血が体から流れているよ うな錯覚をお
こすといっている。 それはつま り摩滅している自分自身に対する認識であるといえる。 そ
れでも彼はその摩滅を克服する事のできない諦念が頭から離れないのであろ う。 それは生
活や思想や社会現象に対する自我喪失の姿勢が証明している。
この虚無主義的色彩と同様， また別の特性と してあるのが悲劇的感性である。
鎧析精 誌淑 鰍 悦紗妊但縦戚 赤聖 依戚醸陥. 益 陥製精? 昔娃拭惟 採企灰企稽 採
企晦壱 蟹辞 社遂戚 蒸嬢遭 弘闇級戚 床傾奄虞澗 戚硯 焼掘 搭紗拭 坦酵縛陥亜 災
拭 劾焼亜窮亜 競 紗拭 督康備牛戚 切奄亀 戚 馬潅 焼掘 嬢汗 姥汐拭 坦酵縛陥亜 
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凶亜 神檎 仙亜 鞠窮亜 秘戚 鞠窮亜 馬澗 依戚陥.
昔持 神淑 鰍精 杏醸陥. 酔端厩戚 酔畷厩戚揮 獣箭採斗 西鎧研 掻宿生稽 鋼井 
誌淑軒 掩聖 腰哀焼 杏醸陥. 設貝 庁姥級戚 祈葛伯戚猿税 室晦獣（赤子） 亜 吉陥壱
劾帖揮 獣箭拭亀 益煽 脊聖 伽 陥弘壱 杏醸陥.
戚薦 益 鞍澗 析亀 神潅稽 原走厳戚陥. 杏聖 析繕託 蒸澗 昔娃戚 鞠澗 依戚陥. 
巷譲 凶庚拭 杏醸澗亜? 乞献陥. 益煽 杏醸陥.「凶庚」 拭 紫澗 切級精 陥 設貝 紫寓
級戚陥. 鎧惟澗「凶庚」戚 蒸陥.(26)
（明日は， 30年勤続表彰式があるのだった。 その次は？人間に悩まされだけ悩まされ，
役に立たな くなった物たちがゴミ とい う名のもと， ゴ ミ箱の中に閉じ込められるか火
に焼かれるか土の中に埋められるよ う に自分も この空の下ど こかの片隅に閉じ込めら
れ， 時が来れば灰になるか土になるのだ。
人生 50年， 30年歩いて来た。 郵逓局が郵便局だった時から邑内(27) を中心に半径 30
里， 道を代わる代わる歩いた。 優れた友人たちは天皇陛下の赤子になると気勢をあげ
ていた頃にもただし っか り口を閉じ歩いた。 も うその歩く事も今日で最後だ。 歩く事
さえない人間になったのだ。 何のために歩いてきたのか。 わからない。 ただ歩いた。
「～のため」 に生きている者たちはすべて優れている人たちである。 私には 「～のた
め」 がない。）
金聲翰 （キム ・ ソンハン）(２８) の 「爆笑」 に出てく る郵便配達人の 〈～のため〉 とい う告
白が意味するものはつま り ， 宿命に対する積極的な順応の姿勢であ りながら悲劇的な運命
観に対する諦念であ った。 この悲劇的運命観とは作家において悲劇的感性の誘導といえ
る。
悲劇的感性の作家たちは彼らが暮ら している現実に対し， 合理的で功利的な連想よ り も
個物が経験している苦痛の質量を対象にしているのが一般的である。 つま り現実に対する
対応姿勢よ り も現実自体が不条理だとい う認識からその不条理に束縛され抜け出せない人
間の類型に愛着を感じるとい う点である。
次に 50年代の小説が持っていた主人公の属性と事件展開の問題点を微視的眼目で分析し
てみる。 まず小説においての視点を作中人物に限定してみると 50年代に主人公はその性格
の形成過程から違った小説技法を使っている点をみる事ができる。 1945年以前の伝統的小
説がその対象と していた時代性と歴史性の変質によって， よ り現実性を持たせよ う とする
小説様式の変化は当然の事だといえる。
まず小説様式の変貌の中， 印象的な部分は人物を創出する 〈性格化〉 の方法での差異であ
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る。 性格化の基本骨格になる外見の構成を対比させてみると伝統的な小説においての個性
的外見を中心に特徴的な人間像を目標と している。 これとは違い， 戦後小説は日常的で平
凡な姿を通し， 作品全体の意味単位と しての発展を念頭に置いているとい う点である。 ま
た動作や癖を通じ， 性格の形成においても伝統的小説は行為の反復や特殊な癖の提示を通
じ， 個物的人間性の固形的印象を抱かせる。 そのよ うな伝統的小説とは異な り ， 戦後小説
は行為の反復が人間の性格的類型を固形化せず， むしろ生きている普遍的人間像にその焦
点を合わせるよ う にしている。 これを実際に比較してみると， 李光洙の作品 「無情」(29) の
‘戚莫縦’ （イ ・ ヒ ョ ンシク） とい う人物は観念の表象になる性格型になっている。 これは
イ ・ ヒ ョ ンシクが持つ優柔不断な人間性に誘発されるだけの事であ り ， これと比較し李範
宣の作品 「誤発弾」 の ‘勺旦硲’ （ソン ・ チ ョルホ） は彼が持つ無気力な人生においての束
縛は小説の進行によ りその範囲の拡大が誘導されながら誰もが経験する現実性から普遍性
を確得している。 また対話の活用においても伝統的小説はス トーリー展開のための手段と
して対話を活用する場合や主題の説明による場合や事件の劇的効果による場合と し， 小説
記述の一つの補助的手段であるのをみる こ とができる。 これに比べ戦後小説は人間性の成
立による手段と して対話を利用し， 葛藤の対立的状況を演出し潜在意識の一筋の暗示的露
出の方法と して利用される。
以上の対比からみられるよ う に伝統的小説と戦後小説との間には小説美学的次元の隔た
りがある。 それは小説美学の新しい発展様式であるといえるが戦後小説の主人公が持つ属
性を分析するためには， このよ うな変化を考え合わさなければならない。 戦後小説の主人
公たちは 2つの基本的性格構造を持っている点を挙げられる。 即ち， 彼らが悲劇的属性を
帯び， また生きる事に対する気力が無い， みられないとい う事実である。
この代表的な作家と して孫昌渉を挙げる事ができる。 孫昌渉の小説に登場する主人公を
分類すると一つ目に， 失業者が大多数を占め， この失業者は戦後韓国社会の一番大きな社
会問題であ り ， 喫茶店には大学を出た高等ルンペンであふれんばか りであった。 彼の小説
「血書」 に出てく る ‘疑爽’ （ ト ンジュ） はアメ リ カ軍部隊付近や， あるいは喫茶店に座っ
てはいても一定の生活の基盤のない人物であ り ， 「未解決の章」 の ‘格’ （おまえ） そして
「流失夢」 の ‘蟹’ （私）， 「剰余人間」 の ‘斥層’ （イクチュン） 等はすべて職業を持ってい
ない。 2つ目が生活を営んでいけない無能力者群である。 「被害者」 に出て く る ‘佐層’
（ピ ョ ンジュン）， 「曠野」 の ‘疑硲’ （ ド ンホ）， 「剰余人間」 の ‘裟酔’ （ポンウ） は自分自
身の社会生活を営んでい く事のできない人間類型である。 3つ目と して病人を挙げれる。
「血書」 に出てく る ‘但蕉’ （チャンエ） は陰湿な部屋の中に閉じ込められた精神病者的人
間であ り ， 「生活的」 の ‘授戚’ （スニ） 彼女は部屋の中に落ちてく る雨を見ながら座って
いる病人で， 足の悪い障害者で正常な生活ができない。 「曠野」 の ‘秩娠’ （チュン ヨプ），
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「死縁記」 の ‘失鋭’ （ソンギュ）， 「未解決の章」 の ‘庚識持’ （ムンソンセン） は皆， 病人
達である。(30)
孫昌渉の小説の中心を成しているのは失業者， 無能力者， 病者等の主人公は彼が明らか
にしたよ うに私小説的な特性に由来しているものだといえるが 50年代の主人公が持ってい
た悲劇的な属性と無気力の属性との結合が彼の否定的人間観を通じ， 表出されたものだと
いえる。
謝但七税 戚旭精 鈎社旋 昔娃乞瑚精 昔娃戚 切重税 試聖 衣舛拝 呪 赤澗 税走旋 
糎仙析 呪 蒸陥澗 姿軒燕精 採舛旋 昔娃淫 凶庚戚陥. 戚依精 搾駅税 据昔聖 重税 
費荊拭 黍 壱企 費遇税 益依引 雌搭馬壱 赤澗汽 戚依精 益 切重税 鯵昔紫人 縦肯
走 背号 板税 肇空, 6・25虞澗 尻錫旋 朝神什 雌伐戚 衣杯敗生稽潤 戚欠嬢遭 依 旭
陥.(31)
（孫昌渉のこのよ うな冷笑的な人間侮蔑は人間が自身の生を決める事のできる意志的
存在ではないとい う根の深い否定的人間観のためである。 これは悲劇の原因を神の戯
弄においた古代ギリシアのそれと相通じているが， これは彼自身の個人史と植民地解
放後の混乱， 6 ・ 25 とい う連鎖的カオス状況が結合する事で成り立っているよ うだ。）
このよ うな指摘は悲劇的な属性や無気力の属性を持つ主人公の個人的体験の潜在的な露
出であるとい う よ り歴史的条件と一致させる事の一つの可能性を提示するものであるとい
える。 孫昌渉の作中人物の場合と同じ く ， 病人や失業者などの完全に去勢された人間群で
はないが人間と人間の正当な交流を遮断するとか 「生」 に対する欲求をぜいた くな賭け事
によ り認識する主人公と して鄭漢淑 (32) の 「勧 鎧軒澗 鴻」 （雪の降る夜） の ‘陥艦燭’ （ダ
ニエル） をと り あげる事ができる。 そしてこの脈絡で孫章純 （ソン ・チャンスン）(33) の 「誌
去昔持」 （三等人生）， 徐槿培 （ソ ・グンベ）(34) の 「費鉢旋」 （戯画的） の人物は正常な 「生」
の意欲を喪失した人物たちである。
また宋炳洙 （ソン ・ ビュンス）(35) の 「召軒鉄」 （シ ョ リーキム） もまた運命を脱け出せな
いアメ リ カ軍部隊周辺のぺちゃんこになった空缶のよ う に 「生」 を放棄した人間たちで成
している。 このよ うな生態は暗い現実， 失意の人物， 敗北感， 無気力， 疲労， 失望， 虚無
意識 (36) で要約される。
この主人公たちがみせる悲劇的で無気力な属性はその主人公が繰り広げた ド ラマの構成
にも深い影響を及ぼしている。 張龍鶴の 「圓形税傳存」 （円形の伝説） からみられるよ うに
無残な自我洞窟の中心から脱け出す事のできない葛藤を書き綴ったものがそれである。 彼
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は 6 ・ 25が円形のエピソー ドである事を説き， これはまず 6 ・ 25は自由と平等との武力闘争
であったと前提した上で， オリエン ト に始ま った文明はヨーロ ッパに入り ， フ ランス革命
によ って自由と平等とい う兄妹を生み出すがその後別れ， 一方はイギリ スから アメ リ カ
へ， 他方は ド イツから ソ連へ， そして最後に円形を完成させつつ朝鮮半島において武力衝
突したとい う もので， 同じ一つのものから生じた兄弟の戦争を物語の中で実際の兄妹の近
親相姦に置き換え， ス ト ーリーを展開させているのだが兄妹の近親相姦とい う犯罪によっ
て本来一つのものであったのが 2つに分裂し， 敵対していた状態は円形を描いて再び一つ
のものに戻るとい う筋書きだがその過程での悲劇の葛藤は人間のよ り深い内面とその本性
を明らかにするとい う性格小説的要素を持っているのが特質となっている。
Ⅳ 戦後文学の特性
戦後小説における一般的特性は 6・25にあ り ， 同民族ど う しの殺し合いとなった衝撃はあ
ま り に大き く ， その傷は深く大きかった。 その体験の意味を追及するには時間が必要であ
り日常生活の回復が条件となった。 50年代はまだその後遺症に苛まされ続けた時期といえ
る。 実際に 6・25は途方もない悲劇だったのを想起する時， 社会変動の劇的転換の様相も明
らかにしなければならないのと歴史的意義を確然と させる必要もある。 それは同民族が相
争う とい う戦争だったとい う事だけでな く民族的受難の次元で生存と直結した 「生」 への
あがきだったという事実を考える時に明確になる。 その上に世界史的な側面から 20世紀初
頭から起きた新しい人間観の変動によ り ， 韓国もその余波を受け， それを通じてまだ馴染
んでいなかった西欧的思潮との葛藤を醸し出したのも事実である。 アメ リ カ的な実用主義
とフランス的実存主義の思想の発想は根源で見分けなければならないがこの思想的混流を
生活から直接または間接的に韓国精神史の成立過程においてみる事ができる。 このよ うな
混流する外来文化の韓国への流入と受容過程はさて置き， 解放後経験してきた文学史的流
動が韓国の総体的な 「生」 を描き， そして提示させるには及ばなかったのは， 印刷物の不
足， 発表機関の粗末さ， 文壇の決集力不足， 学校における文学人口の基礎が固まっていな
かった等， いろいろ制約されていたよ うだが何よ り も韓国が自分たちの 「生」 を記録する
次元で途方もない悲劇によ り自我の普遍的な認識体系を持てなかったとい う点を挙げる事
ができる。
それはすでに 50年代小説の主人公たちがみせた性向から も言及したが， 当時の現実性を
考慮する時， 自我の普遍的省察の方法は 60年以降の課題と して移された。 戦後小説の展開
様相に対して社会史的変動との受け渡し関係をみせる具体的な証拠を探すのが大変なのは
戦争が吹き荒れた焦土の上で新し く作り出された文学であったためと推察される。 6・25以
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後韓国小説は技法上において西欧的様式の直接導入によ り伝統的小説の方向から多元化さ
れた様式をみせ， また人間とは何かについて実証的で直接的な質問を投げかける主題意識
を持つよ う になる。 このよ うな変化は挫折し， 根を抜かれたよ うな力のない人間性を虚無
主義的色彩によ り ， 失意と諦念の泣き事的性格の現実告発であると もいえる。
韓国戦後小説文学の特徴と して挙げる事のできるのは， まず前の時代が繰り広げる事の
できなかった人間に対する直接的な声を持ったとい う点である。 その人間の声は作り上げ
たものではない， 自分自身の痛みが抑え難く叫ぶしかない悲鳴のよ う に今， 現在をしゃべ
らないわけにはいかない切迫性によ り ， 「生」 つま り生きているのを証拠にしよ う と したと
感じ られる圧倒感がある。 次に戦後小説の韓国語で書かれた文章効果とい う ものである。
この文章はリ ア リズムの理論とは違い， 肌と触れ合う感触を持ち， 口から自然に流れ出る
現実感をも った言語を指す。 誇張されるとか歪曲された表現技法の産物ではな く ， 誰もが
共感できる領域を持った世界を提示する役割をみせたとい う点である。 最後に西欧文学の
受容において小説美学的論議を可能にさせた実験をみせているとい う点である。 それは 50
年以後60年代70年代に来て一層激し く成されたものだが西欧文学が持つ性向を組織的に理
解し， その長短所を体系的に把握させる根拠を提示した点である。 これはたとい， 分断国
家とい うハンディーキャ ップで共産主義的な属性を排除されたものだと しても世界に向か
い同参する事で世界的な文化感覚に接する事ができたとい う点で注目する価値があ り ， 戦
後文学の生成過程の一部の断面を理解できると考えれる。
注
0（1） 1950年6月25日　朝鮮戦争勃発から 1953年7月27日休戦協定調印までを指す。 以下6 ・25は朝鮮戦
争の事を指す。
0（2） 李在銑， 『現代韓國小存史』 民音 1991年
0（3） 戦争小説が朝鮮戦争の渦中から戦後四月革命 （1960年 4月に韓国で起きた学生を中心と した李承晩
政権打倒の大衆蜂起。 四・一九学生革命， 4・19 と もい う） の前までとい う空間において形成された文
学をいい， 近代的性格の解放空間の文学を現代文学に転換させ， 人間の存在を解明する存在論的文学
の特徴を持ち， 1960年代の民族的な自我の覚醒と社会の認識と して変貌してい く文学の基盤になった
ものをい う。
0（4） 1945年 8月 15日
0（5） 干勝傑， 「現代心理小説拭 赤嬢辞税 獣娃」 （『20室奄 慎厩社竺尻姥』， 肯製紫， 1981） p． ３１５
0（6） 作家， 1921年咸鏡北道富寧出身。 代表作としては 「非人誕生」 「易姓序褂」 「ヨハネ詩集」 「円形の伝
説」 などがあ り ， 特徴と して既存の文学的慣習の破壊， 漢字語と観念語の導入， 意識の流れの手法を
導入し， 既存制度に対する拒否などが挙げられる。
0（7） 韓国に実存主義文学がいつ入って来たのかは明確ではないが， 第 2次世界大戦の後， 特に 1950年を
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前後して本格的に入って来たものと考えられる。 1940年代にはサル トルの 「フ ランス人がみたアメ リ
カ作家」 （1946）， 田昌植 （チ ョ ン ・ チャンシク） 翻訳の 「壁」 （1948）， 梁柱東 （ヤン ・ ジュ ド ン） の
評論 「サル トルの実存主義」 （1949）， 金明遠 （キム ・ ミ ョ ンウォン） のカ ミ ュの 「黒死病」 （ペス ト ）
翻訳 （1950） 等が発表され， 50年代には明煥 （チ ョ ン・ ミ ョ ンフ ァ ン） 翻訳の 「自由への道」 （1958），
「壁」 （1958）， 方坤 （パン ・ ゴン） 翻訳の 「嘔吐」 （1959） 等のサル トル作品と金鵬九 （キム ・ ブング）
翻訳の 「カ ミ ュの文学と思想」 （1958）， チ ョ ン ・ ミ ョ ンフ ァ ン翻訳の 「現代の証人」 等のカ ミ ュの解
説または作品翻訳が出て， 実存主義が韓国の文壇を主導する印象を与えた。 このよ うな雰囲気は張龍
鶴， 孫昌渉 （注 （14） 参照） 寞茶源 （（オ ・ サンウォン） 作家， １９３０～1985， 平安北道宣川出身， 主
に戦争， 戦後の社会と個人の生き方， 政治的状況に関心をみせ， 戦後の性格を精密に証言している。
代表作 「猶予」 「黄線地帯」 等） 等の韓国の作家たちにも人間の条件追求という点で大きな影響を与え
た。
張龍鶴の 「ヨハネ詩集」 もサル トルの 「嘔吐」 を読み， 刺激され書かれたものである。 （張龍鶴。 「作
家の辯」 『歯混』 1960）
0（8） 許素羅， 『廃厩薄企拙亜尻姥』 政顕紫， 1983， p. 150
0（9） 干二斗， 『廃厩社竺税 觀點』 庚俳引 走失紫， 1980， p. ２１６
（10） 沿費左， 編著 『韓國税名作』 曽稽辞旋， 1990， p. ６８７
（11） 金允植 ・沿薄， 『韓國文學史』 民音社， 1973， p. 230
（12） 張龍鶴， 「推廃 獣増引 叔糎」 （『廃厩穿板庚薦拙念増』 重姥庚鉢紫， 1964）
（13） 孫昌渉， 「作業餘滴」 （『廃厩穿板庚薦拙念増』， 重姥庚廃紫， 1964）
（14） 作家， 1922年平壌出身， 代表作と して 「血書」 「剰余人間」 「未解決の章」 「流失夢」 等があ り ， 特徴
と して陰鬱な雰囲気と不具的人間型を描き出し， 戦後の現実に反映させた。
（15） 李御寧， 「問題性聖 蝉焼辞」 （『廃厩穿板庚薦拙念増』 重姥庚鉢紫， 1964， pp. 386～92）
（16） 作家， 1902～1950， 全羅北道沃溝出身， 号は白菱。 1925年から小説を発表， 初期はプロレタ リ ア文
学運動の同伴者的立場をとる。 34年以降自虐意識と社会への揶揄， 攻撃のないまざった痛烈な風刺作
品に転じる。 代表的長編小説に世態描写にさえる 「濁流」 （1937） 「太平天下」 （1938） 等がある。
（17） 作家， 1897～1963， 本名尚燮， 号は横歩。 日常生活を緻密になぞる鈍く重い独特の写実的文章をも
つ。 代表作は， 三 ・一独立運動前夜の暗い社会を背景に虚無に陥った青年を日本自然主義の影響色濃
い筆致で描いた 「万歳前」， 封建地主， 開化期開明派， 植民地世代の一家3代を中心に， 1930年代の社
会を再構成して写実主義文学の一つの到達点と される 「三代」 等がある。
（18） 作家， 1907～1942， 号は可山， 江原道出身。 自然と人間の愛欲相を精緻な文章で詩的世界に作り上
げる短編作家と して名をなし， 代表作に 「蕎麦の花咲く頃」 （1936） をはじめ 「豚」 「粉女」 「薔薇は病
む」 などがある。
（19） 作家， 1900～1943， 号は憑虚， 大邱出身， 金東仁と共に近代短編小説の先駆者になった作家であ り ，
写実主義の基礎を作った。 代表作と して 「無影塔」 「赤道」 「貧妻」 等， 多数。
（20） 作家， 1902～1927， 本名慶孫， 筆名彬， 稲香は号， ソウル出身。 浪漫的， 感傷主義的傾向で出発し，
繊細で洗練された感覚で生の現実を形象化した。 代表作に 「水車小屋」 「池亭根」 「火撫拭 促昔 怨恨」
等。
（21） 沿薄， 『紫噺人 星軒』， 析走紫， 1974， p. 69
（22） 引用文は， 東仁文学賞 （韓国現代文学の先駆者といえる金東仁 （キム ・ ド ンイン） を追悼し， 合わ
せて文学発展に寄与しよ う と 1963年から毎年国内主要雑誌に発表された中， 短編小説を対象に審査さ
れ， 作品一編を選定し授賞している。） 受賞作家を対象にした演薄の評論によ り非個性的虚無主義とい
う用語が登場した。
（23） 作家， 1941～， 日本， 大阪出身。 彼の小説的特色は人間の内密性と社会関係においての倫理的問題
を掘り下げてい く と こ ろにある。 代表作に 「ソウル 1964年冬」 「多産性」 「霧津紀行」 等がある。
（24） （21） ib， p. 69
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（25） 作家， 1920～1982， 号は鶴村， 平安南道新安州出身。 代表作と して 「暗票」 「誤発弾」 「俳原聖 紫寓
級」 「哀古奄」 等があ り ， 特徴と して人間の肯定的矛盾を追求しよ う とい う存在と しての懐疑的虚無が
内包した穏やかなヒューマニティーをみせた。
（26） 金聲， 「爆笑」 1957
（27） 道の行政区域の一つ （人口 2万人以上５万人以下）
（28） 作家， 1919～， 咸鏡南道豊山出身， 彼の小説は人間の尊厳性と正義の具現を積極的に実践する行動
的， 反抗的な人間を創造， 文学史に新しい人間形の可能性をみせた。 代表作に 「無明路」 「五分間」 「ハ
ビ ド 」 等を発表した。
（29） 「無情」， 李光洙 （1892～？） の長編小説。 1917年 「古析重左」 （毎日新報） に発表し， 連載された韓
国最初の現代長編小説である。 近代文明に対する憧れ， 新教育思想， 自由恋愛の讃称等が主題を成
し， 当時読者たちの多大な関心を集めただけでな く ， 韓国現代文学の出発を知らせる先駆的意義を
持った作品と して評価された。
（30） 朴東奎， 『薄企廃厩社竺税 失維尻姥』， 庚俳捨紫， 1981， p. 138
（31） 金炳翼， 「圓形引 伊装」 （『薄企廃厩俳税 戚経』， 肯製紫） p. 341
（32） 作家， 1922～， 号は一悟， 平安北道寧邊出身。 特徴と して一つの主題にと らわれず， いろいろな方
面に関心を傾け， 小説技法の多様な作家と称され， 代表作と して， 「田黄堂印譜記」 「道程」 「戚失域」
「轄鯵」 などがある。
（33） 作家， 1935～， ソウル出身。 知的分析と状況の中の存在探求とい う フ ラ ンス文学の影響を強く受
け， 人間の内部構造を探求し， 代表作と して 「不動産仲介人」 「対話」 「耐澗 切人 耐奄澗 切」 等。
（34） 作家， 1928～， 全羅南道木浦出身。 彼の作品の作中人物たちはほとんどが良心的な人間像ではある
が， 裏切られ， 犠牲にな り結局人生の敗北者となる。 不条理な社会を簡潔な文体で掘り下げ， それを
告発する現実意識の強い作家で， 代表作に 「性格」 「目撃者」 「肉弾」 等がある。
（35） 作家， 1932～， 京畿道出身。 作品素材が多様で初期には戦後世代の現実を主に描いたが近来には日
常生活の中の不条理な人間の現実を暴くのに力を注いだ。 代表作に 「22番地」 「残骸」 「倦怠」 等。
（36） 白鐵， 「戰後　 15鰍税 廃厩社竺」 （『廃厩穿板庚薦拙念増』， 重姥庚鉢紫）， 1984， p. 381
＊引用文の漢字は， 人名 ・ 題名を除いて常用漢字に改めた。
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